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（単位：百万円）

一般公共事業費等
（平成１７年度歳出分）

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

補正計

治水 177,000 7,958 8,489 16,447

海岸 6,377 447 1,223 1,670

道路 475,721 7,240 20,239 27,479

港湾 28,356 2,048 5,271 7,319

空港 1,184 -                            -                            -                   

住宅 17,671 1,898 350 2,248

市街地 39,173 -                            822 822

都市水環境 4,082 -                            80 80

下水道 124,405 1,316 2,596 3,912

都市公園 14,826 66 1,624 1,690

営繕 1,924 142 -                            142

合計 890,719 21,115 40,694 61,809

区　分
平成１７年度
当初予算

平成１７年度補正予算

１．平成１７年度補正予算の概要

については、平成17年の発生に係る国土交通省関係補正予算

台風等による被害の早期復旧のための災害復旧費に加え、再度

災害防止、緊急震災及び公共交通の安全確保並びに安全上問題

のある建築物及びアスベストに係る対策として一般公共事業費

等予算が計上されております。

一般公共事業等予算の配分に当たっては、災害対策及び構造

計算書偽装やアスベストにより安全上問題のある建築物対策の

ため緊急的に必要な事業に重点的かつ効率的な配分を行うこと

としております。

については、東北地方整備局関係の補正予算

・災害予防対策に係わる一般公共事業等として約２１１億円

・公共事業の発注平準化措置として国庫債務負担行為（ゼロ

国債）約４０７億円

の計約６１８億円が計上されております。

平成１７年度 補正予算事業費構成

（東北地方整備局 全体）
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（単位：百万円）

一般公共事業費等
（平成１７年度歳出分）

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

補正計

治水 102,346 6,799 6,505 13,304

海岸 929 130 421 551

道路 241,091 4,210 15,096 19,306

港湾 20,397 1,880 4,560 6,440

空港 1,184 -                            -                            -                   

都市水環境 1,814 -                            80 80

都市公園 1,925 -                            -                            -                   

営繕 1,924 142 -                            142

合計 371,610 13,161 26,662 39,823

区　分
平成１７年度
当初予算

平成１７年度補正予算

（単位：百万円）

一般公共事業費等
（平成１７年度歳出分）

国庫債務負担行為
（ゼロ国債）

補正計

治水 74,654 1,159 1,984 3,143

海岸 5,448 317 802 1,119

道路 234,630 3,030 5,143 8,173

港湾 7,959 168 711 879

住宅 17,671 1,898 350 2,248

市街地 39,173 -                            822 822

都市水環境 2,268 -                            -                            -                   

下水道 124,405 1,316 2,596 3,912

都市公園 12,901 66 1,624 1,690

合計 519,109 7,954 14,032 21,986

区　分
平成１７年度
当初予算

平成１７年度補正予算

（東北地方整備局 直轄事業費）

（東北地方整備局 補助事業費）

平成１７年度に発生した災害の早期復旧を図る「災害復旧等関係」については、

現在精査中のため、上記事業費には含まれておりません。
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２．平成１７年度補正予算による主な事業のポイント
※（ ○）は、主要事業箇所P
説明資料のページです。

Ⅰ．災害等防止関係

洪水・高潮等対策

【洪水等対策】
《河川関係》

（直轄事業）

○近年、度重なる浸水被害が発生している （青森“岩木川中流部板 柳地区”
いたやなぎ

堤県北津軽郡板柳町～南津軽郡藤崎町）において、浸水被害の軽減を図るため、

します。 （P 7）防整備を推進

（ ） 、○一関遊水地事業 岩手県西磐井郡平泉町 において“ ”北上川右岸衣 川地区
きたかみがわ ころもがわ

、 。 （ ）浸水被害の軽減を図るため します P 8堤防整備を推進

○近年、度重なる浸水被害が発生している （宮城県“北上川下流支川南沢川”
きたかみがわ みなみさわ

） 、 、 。登米市津山町 において 浸水被害の軽減を図るため します堤防整備を推進

（ ）P 9

（ ） 、○流下能力が著しく低い 秋田県大仙市 において“ ”雄物川上流福部羅地区
お も の が わ ふく べ ら

、 。 （ ）浸水被害の軽減を図るため します P10堤防整備等を推進

○住宅地への浸水被害が発生している （山形県最上“最上川中流真室川地区”
も が み が わ ま む ろ が わ

堤防及び排水樋門を整郡真室川町）において、浸水被害の軽減を図るため、

。 （ ）備します P11

（補助事業）

、 （ 、○近年 市街地への度重なる浸水被害が発生している 岩手県盛岡市” ”木 賊 川
と く さ が わ

） 、 。 （ ）岩手郡滝沢村 において します P12分水路工事に着手

《下水道関係》

（補助事業）

”岩手県大槌町 ”宮城県○豪雨による市街地の浸水被害を防止するため ”、
おおつちちょう

において、下水道の しま仙台市 ”秋田県大館市” 雨水排水施設を整備”、
せ ん だ い し お お だ て し

。 （ ）す P13

http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/07.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/08.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/09.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/10.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/11.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/12.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/13.pdf
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【波浪や高潮、海岸侵食対策】
《海岸関係》

（直轄事業）

○高波による海岸背後の市道の浸水や海岸保安林の浸食流出などの被害が発生してい

仙台湾南部海岸蒲崎工区 堤防整備をる （宮城県岩沼市）において、“ ”
かばさき

。 （ ）推進します P14

（補助事業）

“奥戸海岸”○台風や冬季風浪による浸水被害や国道の通行止めが発生している
おこっぺ

離岸堤 の平成１７（青森県下北郡大間町）において、被害軽減を図るため ※

を目指します。 （P15）年度完成
※波浪による侵食又は災害を防ぐため、沖に海岸線とほぼ並行に設置する消波ブロック堤

土 砂 災 害 対 策

《砂防関係》

（補助事業）

○えん堤下流部の家屋や一般国道４号の土砂災害に対する安全性向上を図るため、火

“高屋敷沢２号えん堤 平成１７年山砂防事業 （青森県三戸郡南部町）の”
た か や し き さ わ

を目指します。 （P16）度完成

大規模地震・津波対策

【大規模地震対策】
《道路関係》

（直轄・補助事業）

○大規模災害時の救助活動や、緊急物資輸送に不可欠な す緊急輸送道路を確保

新岩崎橋 橋るため、一般国道１３号 （秋田県湯沢市）他２１橋において、“ ”
しんいわさき

。 （ ）梁の耐震補強工事を実施します P17

《港湾関係》

（補助事業）

緊急物資輸送拠点○大規模地震発生後、海上からの緊急物資等輸送に不可欠な

するため （青森県と緊急物資輸送ルートを確保 “八戸港八太郎地区、 ”
は ち の へ こ う は っ た ろ う

防災拠点緑地の整備 蓮沼陸橋の耐震改良工事八戸市）において および
はすぬま

。 （ ）を実施します P18

http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/14.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/15.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/16.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/17.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/18.pdf


- 5 -

《営繕関係》

（直轄事業）

塩釜市の一時避難場所 “塩釜○大規模災害の発生に備え、 に指定されている

（宮城県塩釜市）の を実施します。港湾合同庁舎の会議棟 耐震補強工事”

（ ）P19

【津波対策】
《港湾関係》

（直轄事業）

○ 及び冬期風浪や台風による災害の未然防止のため、津波被害の軽減

（青森県八戸市 （岩手県宮古“八戸港外港地区 “宮古港竜神崎地区” ”）、
はちのへこうがいこう みや こ こ うり ゅう じんざ き

“石巻港雲雀野地区 “小名浜港東港市 （宮城県石巻市・東松島市）、 ）、”
い し の ま き こ う ひ ば り の お な は ま こう ひがしこう

（ ） 、 。 （ ）地区 防波堤整備を推進” 福島県いわき市 において します P20

《河川関係》

（補助事業）

○河川への津波遡上を防ぐ河川防潮水門について、津波来襲時の即応的な閉扉操作が

“八幡川防潮水門 遠隔操作設備を整できるように （宮城県南三陸町）” の
はちまんがわぼうちょうすいもん

、 。備 旧志津川町市街地の津波対策の平成１７年度完成し を目指します

（ ）P21

安全で安心できる道路交通の確保

《道路関係》

（直轄事業）

○落石の恐れがある区間の し、より安全で信頼性のある交通の確代替機能を確保

（ ） 、保等を目的とした一般国道４５号 宮城県石巻市 において“ ”矢本石巻道路
やもといしのまき

し を目指します。 （P22）改良工事等を推進 平成１８年度の全線供用

“仙人峠○通行規制区間等の交通隘路区間の代替道路として、一般国道２８３号
せんにんとうげ

道路 平成１８年度全線”（岩手県釜石市～気仙郡住田町）の整備を推進し、

。 （ ）供用を目指します P23

仙岩トンネ○供用後３０年以上を経過し設備の老朽化が著しい一般国道４６号“
せんがん

（秋田県仙北市）の について、事故や災害時、設備が確実にル 非常用設備等”

。 （ ）使用できるよう します P24更新

http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/19.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/19.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/20.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/20.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/21.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/22.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/23.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/23.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/24.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/24.pdf
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（補助事業）

○落石の恐れがある区間を、安全で信頼性の高い交通を確保するため、一般国道

２７９号 （青森県下北郡風間浦村）において、“易国間地区防災対策事業”
い く こ ま

。 （ ）斜面の不安定な露出岩盤の除去を実施します P25

Ⅱ．アスベスト対策関係

○多数の人が利用する として、アスベスト調査民間建築物のアスベスト対策
に対して支援を行います。

○また、 についても、施設利用者の健康被アスベスト対策が必要な公共施設

。 （ ）害を未然に防ぐため を実施します P26アスベストの除去

http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/25.pdf
http://www1a.thr.mlit.go.jp/Bumonlan/B00097lan/K00360lan/jigyoukanren/H17hosei/kohyo/26.pdf
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○主要事業箇所説明資料

事業区分：河川、直轄事業

岩木川中流部板柳地区改修事業 （直轄）事業名
い わ き が わ ちゅう りゅ うぶいたやなぎ

（青森県北津軽郡板柳町～南津軽郡藤崎町）

事業着手：平成５年度 完成・供用の目標年度：平成２０年度暫定完成

青森県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
岩木川中流部の板柳地区は、堤防の無い箇所が残されており、上下流部に
比べ洪水時の流下能力が低い地区となっています。近年では平成９、１４、１
６、１７年と洪水が頻発しており、堤防の整備による治水安全度の向上が急務と
なっています。

「事業の概要」
板柳町飯田地区から藤崎町白子地区の約１．２㎞区間において築堤を実施
し、無堤箇所解消を図ります。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 用地取得及び築堤Ｌ＝４００ｍを行い、事業の進捗を図ります。

平成１７年度補正事業費：５６５百万円

事 業 効 果

○ 事業進捗により岩木川中流部右岸地区の治水安全度を向上させます。

 
Ｈ１７まで

H１７補正

Ｈ１８以降

凡　　　　例
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事業区分：河川、直轄事業

一関遊水地建設事業（直轄）（北上川右岸衣川地区）事業名

（岩手県一関市～胆沢郡前沢町）
いちのせき い さ わ

事業着手：昭和４７年度 完成・供用の目標年度：平成２０年度完成予定

岩手県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一関遊水地事業では周囲堤や本支川の堤防の整備を進めてきましたが、衣
川地区は無堤箇所であるため、戦後３番目の大規模な洪水となった平成１４年
７月洪水(台風６号)では、家屋浸水（２３戸）や国道４号の冠水による通行止め
など甚大な被害を受けました。このため、堤防整備を早期に実施し、治水安全
度の向上を図る必要があります。

「事業の概要」
衣川地区の本川堤防Ｌ＝２，１００ｍのうち延長Ｌ＝５５０ｍの築堤を実施し、
同地区における無堤地区の解消を図ります。

平成１７年度補正予算による事業内容

○衣川地区の無堤解消に向け、築堤Ｌ＝５５０ｍを行い、事業の進捗を図ります。（一遊水地事業の促進）

平成１７年度補正事業費：５３０百万円

事 業 効 果

○過去、死者行方不明者２００名以上の甚大な被害をもたらした昭和２２年９月カスリン台風、昭和２３年９月
アイオン台風規模の洪水から衣川地区を守ります。
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事業区分：河川、直轄事業

北上川下流支川南沢川改修事業 （直轄）事業名
き た か み が わ か り ゅ う みなみさわがわ

（宮城県登米市津山町）
と め つ や ま

事業着手：平成１３年度 完成・供用の目標年度：平成１９年度完成予定

宮城県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
北上川に合流する支川南沢川は、その合流点付近に旧津山町の中心市街
地がありますが、南沢川の流下能力が低く、H10,11,14年と近年相次いで浸水
被害が発生する水害常襲地区となっています。また、浸水区域には、災害弱
者施設や行政機関などがあることから、これまで堤防整備等を進めてきており、
早期の治水安全度の向上が必要となっています。

「事業の概要」
南沢川下流部約2.5km区間において、河道掘削、築堤、橋梁の改築等によ
る治水対策を実施するものです。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 築堤Ｌ=２００ｍを行い、事業の進捗を図ります。

平成１７年度補正事業費：１４０百万円

事 業 効 果

○ 事業の進捗により、旧津山町市街地の浸水被害の軽減を図ります。
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事業区分：河川、直轄事業

雄物川上流河川改修事業（福部羅地区） （直轄）事業名
おものがわじ ょ う り ゅ う ふ く べ ら

（秋田県大仙市）

事業着手：平成１５年度 完成・供用の目標年度：平成２３年度暫定完成

秋田県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
雄物川の中流部に位置する福部羅地区は無堤部となっており、現況の
洪水流下能力が著しく低く、出水すると主要道路が冠水し集落が孤立化
する等の被害が発生しております。また、防災対策上重要な箇所でもあ
り、治水安全度の向上が急務となっています。

「事業の概要」
無堤地区となっている福部羅地区において、築堤等を実施することに
より治水安全度の向上を図ります。

雄物川における水防活動（平成16年7月）

平成１７年度補正予算による事業内容

○築堤、用地補償を行い、事業の進捗を図ります。

平成１７年度補正事業費：２,３１７百万円

事 業 効 果

○事業進捗に伴い、福部羅地区の治水安全度の向上が図られます。
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事業区分：河川、直轄事業

最上川中流支川真室川改修事業 （直轄）事業名
も が み が わ ちゅうりゅう ま む ろ が わ

（山形県最上郡真室川町）
も が み ぐ ん ま む ろ が わ

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：平成１８年度予定

山形県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
最上川中流支川鮭川に合流する真室川の左岸下流部（秋山沢川合流点付
近）は、無堤部となっており、平成１６年７月出水時には、市街地の浸水被害が
発生しております。
浸水想定区域内 には、町立病院や特別養護老人ホーム等が一体となった※

総合医療福祉施設等の災害弱者施設があり、早期の治水対策が必要となって
います。
※浸水想定区域とは、計画降雨により氾濫した場合に浸水が予想される区域

「事業の概要」
真室川下流部Ｌ＝４３０m区間において、排水樋門及び築堤による治水対策
を実施するものです。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 排水樋管１基及び築堤Ｌ＝４３０ｍを行い、無堤部解消を行います。

平成１７年度補正事業費：２００百万円

事 業 効 果

○ 事業の進捗により、真室川町市街地の浸水被害の軽減を図ります。
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事業区分：河川、補助事業

木賊川基幹河川改修事業（補助）事業名
と く さ が わ

（岩手県盛岡市、滝沢村）
も り お か た き ざわ

事業着手：昭和６１年度 完成・供用の目標年度：平成２２年度完成予定（分水路のみ）

岩手県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
木賊川は岩手県の県都盛岡市や滝沢村の市街地を流れる流域面積20.9k
㎡、流路延長約14kmの一級河川です。
平成14年7月の台風6号では、避難勧告1,253世帯、床上浸水16戸、床下浸
水103戸の被害を受け、さらに平成17年8月にも浸水被害が発生するなど早期
の治水対策が必要となっています。

「事業の概要」
治水対策は、河道改修と遊水地、分水路を計画しており、事業効果の早期
発現を図るため、分水路工事を先行実施し、浸水被害の軽減を図ります。

計画延長 L=6,000m
整備内容 本川河川改修L=4,400m、遊水地A=26.9ha、分水路L=1,300m （諸葛川L=300m）、

平成１７年８月１５日浸水状況

諸葛川河川改修横断図①国道４号北大橋 ②上堂地区 ③ＪＲ高架下

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 分水路改修工事の一部である諸葛川拡幅工事（１００ｍ）を実施します。

平成１７年度補正事業費：１０４百万円

○ 分水路改修工事に着手することにより、早期完成による、盛岡市や滝沢村市街事 業 効 果
地の浸水被害の軽減を図ることができます。

 

② 

① 

 ③ 

Ｈ１７補正　諸葛川拡幅工事L=100m
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事業区分：下水道、補助事業

大槌町公共下水道事業〔大町排水区施設整備〕 （補助）事業名
おおつち おおまち

（岩手県大槌町）
おおつち

事業着手：平成５年度 完成・供用の目標年度：平成２５年度完成予定

岩手県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
平成１４年の台風６号などの豪雨により、大槌町の中心市街地は浸水被害が
生じており、浸水被害の軽減を図るため下水道による雨水排水機能の強化が
必要となっています。

「事業の概要」
既存排水路での排水は、大雨により増水し河川水位が高くなると自然排水
できないことから、新たに大町雨水ポンプ場や排水路を整備し、ポンプ場へ集
まってきた雨水を強制的に大槌川へ排水するものです。

大町排水区域図及び冠水被害状況（平成１４年・台風６号）

※図面上の○番号は写真番号を示す

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 排水路（延長１４５ｍ）を実施し、事業促進を図ります。

平成１７年度補正事業費：４０百万円

事 業 効 果

○ 事業の促進により、大槌町中心市街地（大町排水区）の浸水被害の軽減を図ります。

大町雨水ポンプ場
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事業区分：海岸、直轄事業

仙台湾南部海岸 蒲崎工区 海岸保全整備事業 （直轄）事業名
せ ん だ い わ ん な ん ぶ か い が ん かば さ き

（宮城県岩沼市）
いわぬま

事業着手：平成１５年度 完成・供用の目標年度：平成２０年度完成予定

宮城県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
仙台湾南部海岸の岩沼市蒲崎工区では、約１kmの無堤防区間があり、相次
ぐ高波により背後の市道の冠水、河岸保安林の流出などの被害が発生してい
ます。また、高潮および今後懸念される宮城県沖地震の津波などから背後地を
守るため、早急な堤防整備が必要です。

「事業の概要」
蒲崎工区の南側から無堤防区間解消のため、堤防Ｌ＝１，０００ｍを整備し、
高潮、津波などから背後地を保全します。

堤防整備イメージ図

平成１７年度補正予算による事業内容

○蒲崎工区の無堤防区間において、堤防Ｌ＝６０ｍを実施します。

平成１７年度補正事業費：１３０百万円

事 業 効 果

○堤防整備により、高潮や津波から、背後にあるし尿処理場、南浜中央病院、市道（二野倉新浜線）の、
浸水被害を軽減するとともに、海岸保安林を保全します。

堤防　Ｌ＝６０ｍ

蒲崎工区

２００５年１月　南岸低気圧　越波により市道冠水

H17補正
全体計画

～凡例～
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事業区分：海岸、補助事業

奥戸海岸 局部改良事業 （補助：事業主体 青森県）事業名
おこっぺ

（青森県下北郡大間町）
し も き た お お ま

事業着手：平成１５年度 完成・供用の目標年度：平成１７年度完成予定

青森県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
奥戸海岸は、本州最北端にある大間町の西海岸で津軽海峡に面しており、
台風や冬季風浪による影響が著しい海岸です。背後には人家、資産が集中
し、下北半島を周回する国道３３８号がありますが、波浪時には浸水や国道の
通行止め等の被害が発生し、早急な波浪対策が必要となっています。

「事業の概要」
波浪の影響が著しい奥戸海岸南側において、離岸堤の新設L=40m、及び既
設離岸堤の改良L=100mを実施し、背後地の浸水被害の軽減を図ります。

平成１７年度補正予算による事業内容

○既設離岸堤の改良L=20mを実施し、平成１７年度で事業を完了させます。

平成１７年度補正事業費：２７百万円

事 業 効 果

○事業の完了により、台風や冬季風浪から背後地の浸水被害軽減を図ります。

奥戸川

奥戸漁港

海岸保全区域

国道338号

波浪状況

H14.11月

標準断面図

奥 戸 海 岸

大間町奥戸地区

　　　　　　H17当初

　　　　　　H17補正

離岸堤改良L=80m

離岸堤改良L=5m

Ｈ１７補正

離岸堤改良L=20m
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事業区分：砂防、補助事業

高屋敷沢火山砂防事業 （補助：事業主体 青森県）事業名
た か や し き さ わ

（青森県三戸郡南部町）
さんのへ な ん ぶ ち ょ う

事業着手：平成１４年度 完成・供用の目標年度：平成２０年度完成予定

青森県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
南部町の北西部に位置する高屋敷沢流域の地質は、第三紀層の火山噴出
物からなり、風化及び渓岸侵食・荒廃が甚だしく、河床勾配も急なため土砂災
害の危険性が高くなっています。平成１１年１０月の集中豪雨の際には、洪水
の氾濫により、南部町全体では、人家115戸、・耕地117ｈaに甚大な被害が発
生しています。このため、砂防えん堤を設置し土砂流下の防止に努め、災害の
発生を未然に防止するものであります。

「事業の概要」
砂防施設の整備により土砂災害に対する安全を確保し、民生の安全を図る
必要がある。
○全体事業内容 えん堤３基（１号は完成）、遊砂地、橋梁・付替道路

氾濫写真

H11.10 国道４号被災

南部町字沖田面地区

H１７年度補正予算
堤長L＝47.3m

H１７年度当初予算

堤高
H＝5.5m

平成１７年度補正予算による事業内容

○平成１７年度補正予算により、２号砂防えん堤を完成させます。

平成１７年度補正事業費：４０百万円

事 業 効 果

○えん堤下流部の人家10戸、重要交通網である国道４号等について、土石流被害の軽減を図ります。

被害想定区域

１号砂防えん堤

H10～H13

北沢川　砂防えん堤

3号砂防えん堤

２号砂防えん堤

現況地盤線
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事業区分：道路、直轄事業

一般国道１３号 新岩崎橋震災対策事業（直轄） 他 ２１橋事業名
しんいわさき

（秋田県湯沢市）
ゆ ざ わ

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：平成１８年度完成予定

秋田県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一般国道１３号は福島県福島市を起点とし、秋田県南の主要都市を結び、
秋田市に至る主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に指定されていま
す。新岩崎橋は、一級河川皆瀬川に架橋された橋長３１８．９ｍの長大橋であ
り、逼迫する大規模地震の発生に備え、救助活動や緊急物資輸送に不可欠な
緊急輸送道路を確保するため耐震機能の向上が求められています。

「事業の概要」
震災対策事業として、巻立てによる橋脚の補強を行い、橋梁の耐震性の向上
を図るものです。

▼ 新岩崎橋全景 ▼ 橋脚の被災した事例

※H15.7宮城県北部地震で被災した事例

▼ 補正予算による実施内容 ▼補強のイメージ

橋脚補強の実施例

平成１７年度補正予算による事業内容

○新岩崎橋では補正予算の充当により、新たに鉄筋コンクリートの巻立てによる橋脚補強工事に着手し、
震災対策を促進します。

平成１７年度補正事業費： （直轄）９６０百万円（うち新岩崎橋：１２０百万円）

（補助）８７０百万円

事 業 効 果

○耐震性能が低い橋梁を有する緊急輸送道路の機能が向上し大規模地震時の安全性が高まります。

新岩崎橋

耐震補強部
（H17補正）

至秋田

至山形
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事業区分：港湾、補助事業

八戸港八太郎地区 橋梁耐震改良 及び 防災拠点緑地整備事業事業名
はちのへ は っ た ろ う

（青森県八戸市）
はちのへ

事業着手：平成１５年度 完成・供用の目標年度：平成２５年度完成予定

青森県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
○ 八戸港は、国際コンテナ航路やフェリー等の国内航路及びエネルギー
や資源の輸入配分基地として北東北地域の社会、経済を支える重要な
役割を果たしている他、地震等の大規模災害発生時には、港湾背後に
ある八戸市への緊急物資輸送の拠点として、防災機能を強化することが
求められています。

「事業の概要」
○ 八戸港八太郎地区３号ふ頭の耐震強化岸壁に隣接する、防災拠点
緑地を整備するとともに、港と市街地や幹線道路を結ぶ蓮沼陸橋の耐震
改良を行います。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 八太郎地区蓮沼陸橋において、落橋防止などの耐震改良を実施します。
○ 八太郎地区緑地において、防災拠点緑地としての機能を整備します。

平成１７年度補正事業費：１６８百万円

事 業 効 果

○ 八戸港及び背後地域において災害対応機能の強化を図ります。
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事業区分：直轄事業

塩釜港湾合同庁舎 （会議棟の耐震改修）事業名
し お が ま こ う わ ん

（宮城県塩釜市）
し おがま

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：平成１８年度完成予定

宮城県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
塩釜港湾合同庁舎は、主に庁舎（ＲＣ造７階建）、会議棟（ＲＣ造２階建）から
なる施設であり、昭和４４年に建てられました。庁舎については、既に耐震補強
を実施しておりますが、会議棟においては未だ補強がされておりません。会議
棟は、災害活動を行うための拠点及び塩釜市の一時避難場所にも指定されて
おり、早急な耐震改修が求められています。

「事業の概要」
大規模地震発生時に塩釜港湾合同庁舎の会議棟（ＲＣ造２階建）の施設機
能を十分発揮出来るよう、耐震改修を行います。

会議棟
塩釜市防災マップ

耐震改修の事例
壁厚増打 耐震ブレースの増設

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 会議棟の耐震改修を実施します。

平成１７年度補正事業費：約９０百万円

事 業 効 果

○ 耐震改修により施設の安全性が向上することにより、的確かつ迅速な災害活動の実施及び安全な避
難場所の確保が図られます。

一時避難場所
（２階以上へ避難）

避難場所

要避難区域(ﾊﾞｯﾌｧｿﾞｰﾝ) 
（チリ沖地震津波水位参考）

津波浸水予測区域

凡 例

一時避難場所
（２階以上へ避難）

避難場所

要避難区域(ﾊﾞｯﾌｧｿﾞｰﾝ) 
（チリ沖地震津波水位参考）

津波浸水予測区域

凡 例
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事業区分：港湾、直轄事業

小名浜港東港地区 防波堤整備事業 （直轄）事業名
お な は ま ひがしこう

（福島県いわき市）

事業着手：平成６年度 完成・供用の目標年度：平成３０年度完成予定

福島県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
○ 小名浜港東港地区防波堤（第二沖）等の外郭施設 は、大規模地震の※

発生に伴う津波の被害を軽減させる効果があることから、早期の整備が
求められています。
また、小名浜港は本州東岸の関東以西地域と東北・北海道地域との
内航船舶の主航路筋に位置し、台風等の荒天時には沖合を航行する
船舶が避難する港湾となっています。しかし、沖合を航行する船舶隻数に
対して必要な避泊水域が不足していることや、近年の船舶大型化の傾向等
から、港内水域だけでは手狭となっており、海難事故を未然に防止する
ため、十分な避泊水域を確保することが求められています。

※外郭施設：波浪から港湾
施設を守るための防波堤
や護岸等。

昭和３５年チリ地震津波による浸水被害（魚市場前）
「事業の概要」
○ 津波被害の軽減および避泊水域の確保のため、防波堤（第二沖）８６０ｍを整備するものです。

事業実施箇所 ～港内に避泊する避難船舶（H16.12）～

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 早期に事業効果を発現させるため、防波堤（第二沖）約３０ｍを延伸します。

平成１７年度補正事業費：３００百万円

事 業 効 果

○ 津波による被害が軽減されます。また、荒天の際、小名浜港に避難できる船舶数が増加し、
海難の減少と海上輸送の信頼性の向上を図ります。
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事業区分：河川、補助事業

三陸地区 八幡川防潮水門地震津波対策 （補助）事業名
さ ん り く ち く はちまんがわぼうちょ うすいもん

（宮城県本吉郡南三陸町）
も と よ し みなみさんりく

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：平成１７年度完成予定

宮城県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
三陸地区沿岸はチリ地震津波等、過去に大きな津波災害を度々被っていま
す。大きな津波の発生が危惧されている宮城県沖地震の発生確率が非常に高
まっており、当地における津波対策は緊急の課題となっています。
また、津波の河川遡上による災害を防ぐ防潮水門は、三陸地区沿岸に１３基
整備されていますが、津波来襲時の即応性（ゲート閉扉時間）が問題となって
おり、早期の対策が必要となっています。

「事業の概要」
津波到達前の確実なゲート閉扉を行うため、閉扉所要時間の大幅短縮を可
能とする「遠隔操作化」を実施します。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ 八幡川防潮水門の遠隔操作化を実施します。

平成１７年度補正事業費：８０百万円

事 業 効 果

○ 旧志津川町市街地にある３水門（新井田川，水尻川，八幡川）の津波対策が完了し、津波の河川遡上
に い だ が わ みずじりがわ はちまんがわ

を防ぎます。
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事業区分：道路、直轄事業

三陸縦貫自動車道事業名
さんりくじゅうかん

一般国道４５号 矢本石巻道路 （直轄）
や も と い し の ま き ど う ろ

（宮城県石巻市蛇田 石巻市桃生町太田）～
い し の ま き し へ び た い し の ま き し も の う ち ょ う お お た

事業着手：昭和60年度 完成・供用の目標年度：平成18年度完成予定

宮城県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一般国道４５号における当該区間は、法面上部に浮石が点在し、落石の恐
れのある区間があることから、当面の安全を確保するため対策は実施しており
ますが、代替機能の確保が求められています。

「事業の概要」
矢本石巻道路は、当該区間の代替機能を確保することで、より安全で信頼
性の高い交通を確保するとともに、地域間の広域交流・連携に寄与することを
目的をした延長１４．１ｋｍの高規格幹線道路です。

国道４５号（石巻市成田）に隣接した法面状況 国道４５号への落石状況▲ ▲

平成１７年度補正予算による事業内容

○改良工事（L=7,400m）等を促進し、平成１８年度の全線供用を目指します。

平成１７年度補正事業費：200百万円

事 業 効 果

○落石の恐れのある区間の代替機能が確保されることで、より安全で信頼性の高い交通の確保が図られ
ます。
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事業区分：道路、直轄事業

東北横断自動車道釜石秋田線事業名

一般国道２８３号仙人峠道路（直轄権限代行）
せ ん に ん と う げ ど う ろ

（岩手県釜石市・住田町・遠野市）
か ま い し し す み た ち ょ う と お の し

事業着手：平成４年度 完成・供用の目標年度：平成１８年度完成予定

岩手県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一般国道２８３号における当該区間は、急カーブ・急勾配が連続した、隘路
区間となっており、また事前通行規制区間（連続雨量100mm以上）があるなど、
早急な対策が必要となっています。

「事業の概要」
直轄権限代行として施行している仙人峠道路は直轄施工（１３．２ｋｍ）、岩
手県施工（５．４ｋｍ）、全線１８．６ｋｍの自動車専用道路です。
現道の平面・縦断線形不良、異常気象時通行規制区間等の交通隘路区間
の解消のほか、高規格幹線道路としての地域間交流の拡大・連携、安全確実
な交通の確保を目的としています。

▲現２８３号 災害発生状況

平成１7年度補正予算による事業内容の予定

○滝観洞ﾄﾝﾈﾙ舗装工事L=3,000mを実施し、平成１８年度の全線供用を目指します。

平成１７年度補正事業費：５８０百万円
事 業 効 果

○異常気象時通行規制区間、線形不良区間が解消されることで、より安全で信頼性の高い交通確保が
図られます。
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事業区分：道路、直轄

一般国道４６号 仙岩地区防災対策事業 （直轄）事業名
せんがん

（秋田県仙北市田沢湖生保内）
せ ん ぼ く し た ざ わ こ お ぼ な い

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：平成２１年度完成予定

秋田県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一般国道４６号仙岩トンネルは、昭和５１年１０月に供用開始され、今年供用 国道46号
後３０年を経過し、トンネル内のスプリンクラーや非常警報装置などの防災設 仙岩道路
備、設備制御のための通信施設等の老朽化が著しく、更新が必要となってま
す。また、仙岩道路は秋田・岩手県境に位置し、厳しい難所をトンネル・橋梁の
連続で、近隣には迂回路となる路線がない状況であり、防災機能の向上を求
められています。

「事業の概要」
仙岩トンネルにおける各種トンネル管理設備を計画的に更新を行い、トンネ
ルの安全性向上に向けた事業を推進します。
(要更新設備：制御関連設備、非常警報設備・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ・火災検知器・受変電設備等)

▼経年劣化状況写真

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 非常通報装置 非常電話

平成１７年度補正予算による事業内容

○補正予算の充当により、機器制御のための通信施設及非常警報設備等の機器更新に着手します。

平成１７年度補正事業費：４００百万円

事 業 効 果

○トンネル内事故等の非常時における安全管理を確実なものとします。



- 25 -

事業区分：道路、補助事業

一般国道２７９号 易国間地区防災対策事業 （補助：事業主体 青森県）事業名
い こ く ま

（青森県下北郡風間浦村）
し も き た か ざ ま う ら

事業着手：平成１４年度 完成・供用の目標年度：平成１９年度予定

青森県事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
一般国道２７９号は、北海道函館市を起点とし、下北半島を縦貫して上北郡
野辺地町に至る主要幹線道路であり、当該地域の住民生活を支える唯一の幹
線道路です。
当該箇所では、斜面上に存在する不安定な露出岩盤や多数の転石を起因
とした大規模落石が相次いで発生していることから、早急な落石対策が急務と
なっています。

「事業の概要」
国道２７９号易国間地区の約２．７ｋｍ区間において、不安定岩塊除去及び
法面保護工による落石対策を実施し、安全で信頼性の高い道路交通の確保を
図るものです。
なお、当面は、緊急性の高い不安定な露出岩盤の除去工事を先行（平成１９年度対策完了予定）し、幹
線道路としての安全性を早期に確保するものです。

平成１７年度補正予算による事業内容

○補正予算の充当により、緊急性の高い約２２０ｍ区間において不安定な露出岩盤の除去工事を実施し、
落石の発生源である不安定岩盤の早期の除去完了を目指し、一層の事業進捗を図ります。

平成１７年度補正事業費：３３０百万円

事 業 効 果

○不安定な露出岩盤の除去により、地域唯一の幹線道路としての安全性を早期に確保します。

▲H15.5の大規模落石(約200t)

▲H13.11の落石による人身事故

▲風化が進む露出岩盤 ▲不安定な積木状の岩塊
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事業区分：直轄、補助事業

アスベスト対策事業（公共施設）事業名

事業着手：平成１７年度 完成・供用の目標年度：各施設平成１８年度まで完成予定

事業の必要性・事業の概要

「事業の必要性」
アスベスト繊維は非常に細く、一度吸い込むと体外へ排出されず、何十年も体内にとどまり、がんや悪性
中皮腫などの病気を引き起こすと考えられるため、早急な対策が必要となっております。

「事業の概要」
アスベストの使用が確認された公共施設、下水道施設等のうち、アスベストが露出していて、飛散ばく露
する恐れがある施設について、アスベストの除去作業等の措置を実施します。

平成１７年度補正予算による事業内容

○ アスベストの使用が確認された施設について、安全・確実に除去や封じ込め、又は囲い込みを実施
します。

対策施設 直 轄 ：合同庁舎等 ７施設
補 助 ：市役所等公共建築物、青森県総合運動公園、下水道関係施設

※民間建築物についても、市町村を通じてアスベスト調査費用の助成を図ります。

平成１７年度補正事業費：（直轄） ５６百万円

（補助）２，６３４百万円

事 業 効 果

○ アスベストの飛散による健康被害を未然に防止します。

▲ 吹き付けられたアスベスト

▲

を安全に除去・処分

イメージ

イメージ

アスベストが壁や天井に吹き付け▲

▲

られている建築物（釜石市大平処理場）

アスベストアスベスト

アスベストアスベスト




